
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル あぐりスクール              ＪＡ名 佐野（栃木県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

・食農教育の一環として次世代の子供たちに実際の農業体験をしてもらい、 

その実体験を通して食と農の重要性を学んでもらうための取組。 

 

・今年で５年目となり、学校や保護者たちにも活動が認知されるようになり 

毎年参加希望者も増加してきている。 

 

 

２ 概要 ・ＪＡ佐野管内の小学生を対象に月１回（５月開講、１月閉講）の体験学習 

 内容としては、米と季節の野菜の種まきから収穫までを行う。 

 また、収穫物の調理も行う。 

 その他、デイキャンプ、梨狩り等のイベントも行う。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・子供たちに日頃食しているものが、どんな風に育ち、どれだけの人の手がかか

っているかを理解してもらえ、農業というものを知ってもらえる。 

・子供たちはもちろん、保護者にもＪＡの活動を理解してもらえ、身近に感じて

頂けるようになった。  

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・あぐりスクールでは子供たちとの接点はできるようになったが、保護者世代 

 との接点がもっとできるような企画も検討したい。（婦人会等） 

 

 

 

 

 

 


